
石造七重層塔

指定区分 県指定重要文化財（建造物）

読みかた せきぞうしちじゅうそうとう

所在地 岡山市東区西大寺中

指定年月日 平成2年4月3日

解説

初重の塔身の陰刻銘によると、長禄2年
（1458）の造立。総高2.15mの七重層塔、
角礫質凝灰岩製。相輪は欠損、六・七層
は後補の可能性があるが、全体によく古
型を残している。県内に現存する在銘の
角礫質凝灰岩製の層塔では最古のもので
ある。

アクセス方法 JR西大寺駅から徒歩10分

公開状況 一般公開されていません

設備

備考


